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(57)【要約】
【課題】  マイコン制御により効率的な給電を行うバッ 
クアップ電源装置を提供する。
【解決手段】  バックアップ電源装置１は、所定電圧の 
電力を生成する整流器２によって充電され、整流器２の 
電力により動作する負荷装置３に対し、供給電力が不足 
するときに給電する。バックアップ電源装置１は、整流 
器からの電力により充電される２次電池１２と、２次電 
池の充放電を制御する制御部１５と、整流器からの出力 
電圧を検出する入出力電圧検出部１８と、を備える。制 
御部は、出力電圧が第１閾値電圧以下に低下したとき、 
２次電池の充電を停止したり、又は、２次電池の充電電 
流を減らす。
【選択図】  図１

審査請求　未請求　請求項の数　10　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
所 定 電 圧 の 電 力 を 生 成 す る 整 流 器 に よ っ て 充 電 さ れ る と 共 に 、 前 記 整 流 器 か ら の 給 電 に よ  
り 動 作 す る 負 荷 装 置 に 対 し 、 前 記 整 流 器 か ら 前 記 負 荷 装 置 へ の 供 給 電 力 が 不 足 す る と き に  
給 電 す る バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 で あ っ て 、
前 記 整 流 器 か ら の 電 力 に よ り 充 電 さ れ る ２ 次 電 池 と 、
前 記 ２ 次 電 池 の 充 放 電 を 制 御 す る 制 御 部 と 、
前 記 整 流 器 か ら の 出 力 電 圧 を 検 出 す る 出 力 電 圧 検 出 部 と 、
を 備 え 、
前 記 制 御 部 は 、 前 記 出 力 電 圧 が 前 記 所 定 電 圧 よ り 低 い 第 １ 閾 値 電 圧 以 下 に 低 下 し た と き 、  
前 記 ２ 次 電 池 を 充 電 す る 充 電 電 流 の 低 減 と 、 前 記 ２ 次 電 池 の 充 電 の 停 止 と の 少 な く と も 一  
方 を 行 う 、 こ と を 特 徴 と す る バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ 閾 値 電 圧 以 下 に 低 下 し た 前 記 出 力 電 圧 が 、 前 記 第 １ 閾 値 電 圧 よ り  
も 高 い 第 ２ 閾 値 電 圧 に 増 加 す る ま で 、 前 記 ２ 次 電 池 の 充 電 停 止 を 継 続 す る 、 請 求 項 １ 記 載  
の バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
所 定 電 圧 の 電 力 を 生 成 す る 整 流 器 に よ っ て 充 電 さ れ る と 共 に 、 前 記 整 流 器 か ら の 給 電 に よ  
り 動 作 す る 負 荷 装 置 に 対 し 、 前 記 整 流 器 か ら 前 記 負 荷 装 置 へ の 供 給 電 力 が 不 足 す る と き に  
給 電 す る バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 で あ っ て 、
前 記 整 流 器 か ら の 電 力 に よ り 充 電 さ れ る ２ 次 電 池 と 、
前 記 ２ 次 電 池 の 充 放 電 を 制 御 す る 制 御 部 と 、
前 記 整 流 器 か ら の 出 力 電 圧 を 検 出 す る 出 力 電 圧 検 出 部 と 、
前 記 ２ 次 電 池 の 電 池 電 圧 を 検 出 す る 電 池 電 圧 検 出 部 と 、
を 備 え 、
前 記 制 御 部 は 、
前 記 出 力 電 圧 が 前 記 所 定 電 圧 よ り 低 い 第 ３ 閾 値 電 圧 以 下 に 低 下 し 、 且 つ 前 記 出 力 電 圧 が 前  
記 電 池 電 圧 よ り 低 い と き 、 前 記 ２ 次 電 池 か ら 前 記 負 荷 装 置 に 対 し て 第 １ 時 間 に 亘 り 放 電 さ  
せ 、
前 記 第 １ 時 間 の 経 過 後 に 、 前 記 出 力 電 圧 が 前 記 所 定 電 圧 に 復 帰 し て い る と き は 、 前 記 ２ 次  
電 池 か ら 前 記 負 荷 装 置 へ の 放 電 を 停 止 す る 、 こ と を 特 徴 と す る バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 制 御 部 は 、
前 記 第 １ 時 間 の 経 過 後 の 前 記 出 力 電 圧 が 前 記 第 ３ 閾 値 電 圧 よ り も 低 く 、 且 つ 前 記 出 力 電 圧  
が 前 記 電 池 電 圧 よ り 低 い と き 、 前 記 ２ 次 電 池 か ら 前 記 負 荷 装 置 に 対 し て 第 ２ 時 間 に 亘 り 放  
電 さ せ 、
前 記 第 ２ 時 間 の 経 過 後 に 、 前 記 出 力 電 圧 が 前 記 所 定 電 圧 に 復 帰 し て い る と き は 、 前 記 ２ 次  
電 池 か ら 前 記 負 荷 装 置 へ の 放 電 を 停 止 す る 、 請 求 項 ３ 記 載 の バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 ２ 時 間 の 経 過 後 の 前 記 出 力 電 圧 が 前 記 第 ３ 閾 値 電 圧 よ り も 低 い と き  
、 前 記 ２ 次 電 池 か ら 前 記 負 荷 装 置 に 対 し て 放 電 さ せ 、 前 記 ２ 次 電 池 か ら 前 記 負 荷 装 置 へ の  
放 電 は 、 前 記 電 池 電 圧 が 前 記 出 力 電 圧 以 下 に な る ま で 継 続 す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の バ ッ ク  
ア ッ プ 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 制 御 部 は 、 前 記 出 力 電 圧 が 、 前 記 所 定 電 圧 よ り 低 く 且 つ 前 記 第 ３ 閾 値 電 圧 よ り 高 い 第  
４ 閾 値 電 圧 以 下 に 低 下 し た と き 、 前 記 ２ 次 電 池 の 充 電 を 停 止 し 、 前 記 出 力 電 圧 が 前 記 所 定  
電 圧 に 復 帰 す る ま で 、 前 記 ２ 次 電 池 の 充 電 停 止 を 継 続 す る 、 請 求 項 ３ か ら ５ の い ず れ か 一  
に 記 載 の バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
所 定 電 圧 の 電 力 を 生 成 す る 整 流 器 か ら の 給 電 に よ り 動 作 す る 負 荷 装 置 に 対 し 、 前 記 整 流 器  
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か ら 前 記 負 荷 装 置 へ の 供 給 電 力 が 不 足 す る と き に 給 電 す る バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 を 制 御 す  
る 方 法 で あ っ て 、
前 記 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 を 前 記 整 流 器 に よ り 充 電 す る 工 程 と 、
前 記 整 流 器 か ら の 出 力 電 圧 が 前 記 所 定 電 圧 よ り 低 い 第 １ 閾 値 電 圧 以 下 に 低 下 し た と き 、 前  
記 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 充 電 を 停 止 す る 工 程 と
を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 停 止 工 程 の 後 、 前 記 出 力 電 圧 が 前 記 第 １ 閾 値 電 圧 よ り も 高 く 且 つ 前 記 所 定 電 圧 よ り も  
低 い 第 ２ 閾 値 電 圧 に 増 加 す る ま で 、 前 記 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 充 電 停 止 を 継 続 す る 工 程  
を 有 す る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
所 定 電 圧 の 電 力 を 生 成 す る 整 流 器 に よ っ て 充 電 さ れ る と 共 に 、 前 記 整 流 器 か ら の 給 電 に よ  
り 動 作 す る 負 荷 装 置 に 対 し 、 前 記 整 流 器 か ら 前 記 負 荷 装 置 へ の 供 給 電 力 が 不 足 す る と き に  
給 電 す る バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 を 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、
前 記 整 流 器 か ら の 出 力 電 圧 が 前 記 所 定 電 圧 よ り 低 い 第 ３ 閾 値 電 圧 以 下 に 低 下 し た と き に 、  
前 記 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 出 力 電 圧 が 前 記 整 流 器 か ら の 出 力 電 圧 よ り も 高 い こ と を 条 件  
に 、 前 記 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 か ら 前 記 負 荷 装 置 に 第 １ 期 間 に 亘 り 給 電 す る 工 程 を 有 す る  
、 こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 １ 期 間 の 給 電 工 程 の 後 、 前 記 整 流 器 の 出 力 電 圧 が 、 前 記 第 ３ 閾 値 電 圧 よ り も 低 く 且  
つ 前 記 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 出 力 電 圧 よ り も 低 い 場 合 、 第 ２ 期 間 に 亘 り 前 記 バ ッ ク ア ッ  
プ 装 置 か ら 前 記 負 荷 装 置 に 給 電 す る 工 程 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 及 び バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 制 御 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
蓄 電 池 を 用 い た バ ッ ク ア ッ プ 装 置 を 必 要 と す る 分 野 に お い て 、 従 来 か ら 蓄 電 池 と そ れ に 合  
わ せ た 整 流 器 が 用 い ら れ て い る 。 ま た 、 蓄 電 池 と し て 、 鉛 電 池 が 広 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
整 流 器 の 許 容 電 力 に 余 裕 が な い 場 合 、 瞬 間 的 に 大 き な 電 流 が 流 れ る 際 、 整 流 器 に 対 し て は  
過 負 荷 と な っ て 整 流 器 の 出 力 電 圧 が 瞬 間 的 に 低 下 す る 場 合 が あ る 。 整 流 器 が 過 負 荷 に よ り  
出 力 電 圧 を 下 げ る と 、 整 流 器 の 異 常 や 、 遮 断 機 で の 低 電 圧 の 発 生 と し て 検 出 さ れ る こ と が  
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 整 流 器 の 出 力 電 力 が 低 下 し た と き に 、 鉛 電 池 を 負 荷 装 置 に 接 続 し て 放 電 さ せ る こ  
と に よ り 負 荷 装 置 の 動 作 を 継 続 さ せ て い た 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
近 年 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 と し て 、 鉛 電 池 に 代 え て 、 軽 量 、 且 つ コ ン パ ク ト で 長 寿 命 な 電 池  
が 用 い ら れ る 傾 向 に あ る 。 ま た 、 こ の よ う な 電 池 は 、 高 機 能 な 制 御 を 行 う た め に 制 御 基 板  
を 搭 載 し て お り 、 マ イ コ ン 等 に よ る 制 御 を 必 要 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 マ イ コ ン 制 御 に よ り 効 率 的 な 給 電 を 行 う バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 及 び そ の  
制 御 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 第 １ の 態 様 の バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 は 、 所 定 電 圧 の 電  
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力 を 生 成 す る 整 流 器 に よ っ て 充 電 さ れ る と 共 に 、 前 記 整 流 器 か ら の 給 電 に よ り 動 作 す る 負  
荷 装 置 に 対 し 、 前 記 整 流 器 か ら 前 記 負 荷 装 置 へ の 供 給 電 力 が 不 足 す る と き に 給 電 す る バ ッ  
ク ア ッ プ 電 源 装 置 で あ っ て 、 前 記 整 流 器 か ら の 電 力 に よ り 充 電 さ れ る ２ 次 電 池 と 、 前 記 ２  
次 電 池 の 充 放 電 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 前 記 整 流 器 か ら の 出 力 電 圧 を 検 出 す る 出 力 電 圧 検 出  
部 と 、 を 備 え 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 出 力 電 圧 が 前 記 所 定 電 圧 よ り 低 い 第 １ 閾 値 電 圧 以 下 に  
低 下 し た と き 、 前 記 ２ 次 電 池 を 充 電 す る 充 電 電 流 の 低 減 と 、 前 記 ２ 次 電 池 の 充 電 の 停 止 と  
の 少 な く と も 一 方 を 行 う 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 第 ２ の 態 様 の バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 は 、 所 定 電 圧 の 電 力 を 生 成 す る 整 流 器 に よ っ  
て 充 電 さ れ る と 共 に 、 前 記 整 流 器 か ら の 給 電 に よ り 動 作 す る 負 荷 装 置 に 対 し 、 前 記 整 流 器  
か ら 前 記 負 荷 装 置 へ の 供 給 電 力 が 不 足 す る と き に 給 電 す る バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 で あ っ て  
、 前 記 整 流 器 か ら の 電 力 に よ り 充 電 さ れ る ２ 次 電 池 と 、 前 記 ２ 次 電 池 の 充 放 電 を 制 御 す る  
制 御 部 と 、 前 記 整 流 器 か ら の 出 力 電 圧 を 検 出 す る 出 力 電 圧 検 出 部 と 、 前 記 ２ 次 電 池 の 電 池  
電 圧 を 検 出 す る 電 池 電 圧 検 出 部 と 、 を 備 え 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 出 力 電 圧 が 前 記 所 定 電 圧  
よ り 低 い 第 ３ 閾 値 電 圧 以 下 に 低 下 し 、 且 つ 前 記 出 力 電 圧 が 前 記 電 池 電 圧 よ り 低 い と き 、 前  
記 ２ 次 電 池 か ら 前 記 負 荷 装 置 に 対 し て 第 １ 時 間 に 亘 り 放 電 さ せ 、 前 記 第 １ 時 間 の 経 過 後 に  
、 前 記 出 力 電 圧 が 前 記 所 定 電 圧 に 復 帰 し て い る と き は 、 前 記 ２ 次 電 池 か ら 前 記 負 荷 装 置 へ  
の 放 電 を 停 止 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 第 ３ の 態 様 の 方 法 は 、 所 定 電 圧 の 電 力 を 生 成 す る 整 流 器 か ら の 給 電 に よ り 動 作 す  
る 負 荷 装 置 に 対 し 、 前 記 整 流 器 か ら 前 記 負 荷 装 置 へ の 供 給 電 力 が 不 足 す る と き に 給 電 す る  
バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 を 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 を 前 記 整 流 器  
に よ り 充 電 す る 工 程 と 、 前 記 整 流 器 か ら の 出 力 電 圧 が 前 記 所 定 電 圧 よ り 低 い 第 １ 閾 値 電 圧  
以 下 に 低 下 し た と き 、 前 記 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 充 電 を 停 止 す る 工 程 と を 有 す る 、 こ と  
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 第 ４ の 態 様 の 方 法 は 、 所 定 電 圧 の 電 力 を 生 成 す る 整 流 器 に よ っ て 充 電 さ れ る と 共  
に 、 前 記 整 流 器 か ら の 給 電 に よ り 動 作 す る 負 荷 装 置 に 対 し 、 前 記 整 流 器 か ら 前 記 負 荷 装 置  
へ の 供 給 電 力 が 不 足 す る と き に 給 電 す る バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 を 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、  
前 記 整 流 器 か ら の 出 力 電 圧 が 前 記 所 定 電 圧 よ り 低 い 第 ３ 閾 値 電 圧 以 下 に 低 下 し た と き に 、  
前 記 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 出 力 電 圧 が 前 記 整 流 器 か ら の 出 力 電 圧 よ り も 高 い こ と を 条 件  
に 、 前 記 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 か ら 前 記 負 荷 装 置 に 第 １ 期 間 に 亘 り 給 電 す る 工 程 を 有 す る  
、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 に お い て 、 整 流 器 か ら の 給 電 に よ り 動 作 す る 負 荷  
装 置 に 対 し 、 整 流 器 か ら 負 荷 装 置 へ の 供 給 電 力 が 不 足 し た と き 、 当 該 供 給 電 力 の 不 足 電 力  
を 、 ２ 次 電 池 か ら の 放 電 に よ り 迅 速 に 供 給 し 、 負 荷 装 置 の 動 作 を 継 続 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 一 実 施 形 態 に 係 る バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 入 出 力 部 で の 電 圧 の 時 間 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 入 出 力 部 で の 電 圧 の 時 間 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 入 出 力 部 で の 電 圧 の 時 間 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 入 出 力 部 で の 電 圧 の 時 間 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ を 、 図 １ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な  
お 、 本 発 明 は 、 以 下 に 説 明 す る 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 内 で  
種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
＜ バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 構 成 ＞
図 １ に 示 す よ う に 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ は 、 整 流 器 ２ と 負 荷 装 置 ３ と を 電 気 的 に 接 続  
す る 電 源 ラ イ ン Ｌ に 接 続 さ れ る 。 整 流 器 ２ は 、 外 部 の 商 用 電 力 を 利 用 し て 通 常 電 圧 Ｖ ０ の  
直 流 電 力 を 生 成 し て 出 力 す る Ａ Ｃ － Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 電 圧 Ｖ
０ は ２ ６ ． ２ Ｖ ～ ２ ８ ． ８ Ｖ で あ る 。 負 荷 装 置 ３ は 、 整 流 器 ２ か ら 給 電 さ れ て 動 作 す る 装  
置 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 負 荷 装 置 ３ は 、 例 え ば 踏 切 装 置 に お い て は 、 踏 切 に 設 置 さ れ  
た 遮 断 器 か ら な り 、 列 車 の 運 行 に 応 じ て 遮 断 器 に 取 り 付 け ら れ た 竿 を 開 閉 す る 。 負 荷 装 置  
３ は 、 定 格 電 圧 が ２ ４ Ｖ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ は 、 入 出 力 部 １ １ と 、 ２ 次 電 池 １ ２ と 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ １  
３ と 、 定 電 流 制 御 回 路 １ ４ と 、 制 御 部 １ ５ と を 備 え る 。 入 出 力 部 １ １ は 、 整 流 器 ２ か ら 負  
荷 装 置 ３ へ 電 力 を 供 給 す る 電 源 ラ イ ン Ｌ に 接 続 さ れ る 。 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ が 充 電 さ  
れ る と き は 、 整 流 器 ２ か ら の 出 力 電 圧 が 入 出 力 部 １ １ に 印 加 さ れ る 。 一 方 、 バ ッ ク ア ッ プ  
電 源 装 置 １ が バ ッ ク ア ッ プ 電 源 と し て 負 荷 装 置 ３ に 給 電 す る と き は 、 ２ 次 電 池 １ ２ の 電 池  
電 圧 Ｖ ｂ が 入 出 力 部 １ １ の 電 圧 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
２ 次 電 池 １ ２ は 、 ニ ッ ケ ル 水 素 二 次 電 池 セ ル 等 の ア ル カ リ 二 次 電 池 セ ル の 複 数 個 を 直 列 や  
並 列 に 接 続 す る こ と に よ り 構 成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 ２ 次 電 池 １ ２ は 、 ２ ０ 個 の ア ル  
カ リ 二 次 電 池 セ ル が 直 列 接 続 さ れ 、 充 電 容 量 に 応 じ て ２ ０ ． ０ ～ ２ ８ ． ８ Ｖ の 電 池 電 圧 Ｖ  
ｂ の 電 力 を 放 電 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ １ ３ は 、 整 流 器 ２ の 出 力 電 圧 Ｖ ０ を ２ 次 電 池 １ ２ の 満 充 電 可 能 と な  
る 電 圧 ま で 昇 圧 し て 、 定 電 流 制 御 回 路 １ ４ を 介 し て ２ 次 電 池 １ ２ に 向 け て 出 力 す る 昇 圧 型  
電 圧 変 換 器 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
定 電 流 制 御 回 路 １ ４ と ２ 次 電 池 １ ２ の 一 方 の 電 極 と の 間 に は 、 ２ 次 電 池 １ ２ の 充 電 を オ ン  
・ オ フ す る 充 電 ス イ ッ チ １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 一 方 、 ２ 次 電 池 １ ２ の 他 方 の 電 極 と 入 出  
力 部 １ １ と の 間 に は 、 ２ 次 電 池 １ ２ の 放 電 を オ ン ・ オ フ す る 放 電 ス イ ッ チ １ ７ が 設 け ら れ  
て い る 。 な お 、 放 電 ス イ ッ チ １ ７ と 入 出 力 部 １ １ と の 間 に は 、 ダ イ オ ー ド Ｄ が 挿 入 さ れ 、  
ア ノ ー ド が ２ 次 電 池 １ ２ の 他 方 の 電 極 に 接 続 さ れ 、 カ ソ ー ド が 入 出 力 部 １ １ に 接 続 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
制 御 部 １ ５ は 、 マ イ コ ン か ら な り 、 入 出 力 部 １ １ に お け る 電 圧 Ｖ ｉ を 検 出 す る 入 出 力 電 圧  
検 出 部 １ ８ と 、 ２ 次 電 池 １ ２ の 電 池 電 圧 Ｖ ｂ を 検 出 す る 電 池 電 圧 検 出 部 １ ９ と を 備 え る 。  
制 御 部 １ ５ は 、 入 出 力 部 １ １ に お け る 電 圧 Ｖ ｉ と 、 ２ 次 電 池 １ ２ の 電 池 電 圧 Ｖ ｂ と に 基 づ  
き 、 充 電 ス イ ッ チ １ ６ 及 び 放 電 ス イ ッ チ １ ７ の オ ン ・ オ フ を 制 御 す る 。 入 出 力 部 １ １ に お  
け る 電 圧 Ｖ ｉ は 、 整 流 器 ２ の 出 力 電 圧 Ｖ ０ と 等 し い の で 、 制 御 部 １ ５ が 、 入 出 力 部 １ １ の  
電 圧 Ｖ ｉ を 監 視 す る こ と に よ っ て 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ は 、 整 流 器 ２ や 負 荷 装 置 ３ の  
動 作 状 態 を 把 握 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
＜ バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 動 作 ＞
（ １ ） バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 充 電 停 止
バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ の 動 作 に つ い て 、 図 ２ か ら 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
最 初 に 、 図 ２ を 参 照 し て 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ の 充 電 停 止 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図  
２ は 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ の 入 出 力 部 １ １ に お け る 電 圧 Ｖ ｉ の 時 間 変 化 を 示 す 。 図 ２  
に お い て 、 電 圧 Ｖ ０ は 、 整 流 器 ２ が 正 常 に 動 作 し て い る と き に 出 力 す る 電 圧 値 、 電 圧 Ｖ ｃ
は 、 第 １ 閾 値 電 圧 又 は 第 ４ 閾 値 電 圧 と し て 、 制 御 部 １ ５ が 充 電 ス イ ッ チ １ ６ を オ フ に し て  
２ 次 電 池 １ ２ の 充 電 を 停 止 す る 電 圧 値 で あ る 。 電 圧 Ｖ ｓ は 、 制 御 部 １ ５ が 整 流 器 ２ の 状 態  
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を 停 電 と 判 断 す る 電 圧 値 で あ り 、 Ｖ ｃ よ り 低 い 電 圧 で あ る 。 ま た 、 電 圧 Ｖ ｒ は 、 第 ２ 閾 値  
電 圧 と し て 、 ２ 次 電 池 １ ２ の 充 電 再 開 の 基 準 と な る 電 圧 値 で あ り 、 電 圧 Ｖ ｃ よ り も 高 く 設  
定 さ れ る 。 な お 、 電 圧 Ｖ ｃ ， Ｖ ｓ の い ず れ も 電 圧 Ｖ ０ よ り は 低 い 電 圧 で あ る 。 本 実 施 形 態  
で は 、 Ｖ ｃ は ２ ４ Ｖ 、 Ｖ ｓ は ２ ３ Ｖ 、 Ｖ ｒ は ２ ４ ． ５ Ｖ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ に お い て 、 時 刻 ｔ ０ に て 、 整 流 器 ２ か ら 負 荷 装 置 ３ へ の 給 電 が 正 常 に 行 わ れ て い る 場  
合 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ の 入 出 力 部 １ １ の 電 圧 Ｖ ｉ は 電 圧 Ｖ ０ と 等 し い 。 こ の と き 、  
バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ で は 、 制 御 部 １ ５ に よ り 充 電 ス イ ッ チ １ ６ が オ ン に さ れ て 整 流 器  
２ か ら の 電 力 に よ り ２ 次 電 池 １ ２ の 充 電 が 行 わ れ る 。 一 方 、 制 御 部 １ ５ は 放 電 ス イ ッ チ １  
７ を オ フ に し て 、 ２ 次 電 池 １ ２ を 放 電 さ せ ず 、 将 来 の 放 電 に 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 時 刻 ｔ １ に お い て 、 例 え ば 踏 切 装 置 の 場 合 で 言 え ば 、 遮 断 器 の 竿 を 上 昇 さ せ る た め  
な ど 、 負 荷 装 置 ３ に 最 大 電 流 が 流 れ て 整 流 器 ２ に と っ て 過 負 荷 に な る と 、 電 圧 Ｖ ｉ は 低 下  
し 始 め る 。 時 刻 ｔ ２ に お い て 、 整 流 器 ２ の 出 力 電 圧 が Ｖ ｃ よ り 下 が る と 、 制 御 部 １ ５ は 、  
充 電 ス イ ッ チ １ ６ を オ フ に し て ２ 次 電 池 １ ２ の 充 電 を 停 止 す る 。 し か し 、 時 刻 ｔ ２ の 後 竿  
が 上 が り き る な ど し て 負 荷 装 置 ３ を 流 れ る 電 流 が 通 常 に 戻 る と 、 電 圧 Ｖ ｉ は 、 整 流 器 ２ の  
停 電 発 生 と 判 断 さ れ る 電 圧 Ｖ ｓ ま で 低 下 す る 前 に 増 加 に 転 じ 、 時 刻 ｔ ３ に て 電 圧 Ｖ ｒ ま で  
増 加 し 、 や が て 電 圧 Ｖ ０ に 復 帰 す る 。 そ し て 、 時 刻 ｔ ３ か ら 例 え ば ３ ０ 秒 が 経 過 し た 時 刻  
ｔ ４ に て 制 御 部 １ ５ は 充 電 ス イ ッ チ １ ６ を オ ン に 切 り 換 え て ２ 次 電 池 １ ２ の 充 電 を 再 開 す  
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う に 、 整 流 器 ２ へ の 過 負 荷 に よ り 出 力 電 圧 Ｖ ｉ が 不 意 に 低 下 し た 場 合 に 、 負 荷 装 置  
３ へ の 供 給 電 力 を 増 や す た め に 、 時 刻 ｔ １ か ら 時 刻 ｔ ４ ま で の 期 間 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装  
置 １ の 充 電 を 停 止 す る の で 、 整 流 器 ２ は 、 時 刻 ｔ １ か ら 時 刻 ｔ ４ ま で の 間 に バ ッ ク ア ッ プ  
電 源 装 置 １ に 供 給 す る 予 定 の 電 力 を 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ に 代 え て 、 負 荷 装 置 ３ に 供  
給 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ の 動 作 に よ り 、 整 流 器 ２ は 、 過  
負 荷 状 態 を 短 時 間 で 解 消 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ の 充 電 を  
短 時 間 停 止 す る こ と で 、 整 流 器 ２ の 過 負 荷 を 解 消 す る と と も に 、 負 荷 装 置 ３ の 動 作 を 継 続  
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 時 刻 ｔ ３ か ら 例 え ば ３ ０ 秒 の 経 過 を 待 っ て ２ 次 電 池 １ ２ の 充 電 を 再 開 す る の は 、 整  
流 器 ２ で の 異 常 の 発 生 を 避 け る た め で あ る 。 ま た 、 図 ２ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 整 流 器 ２ の  
出 力 電 圧 が Ｖ ｃ よ り 下 が っ た と き に 、 制 御 部 １ ５ は 、 ２ 次 電 池 １ ２ の 充 電 を 停 止 し た 。 し  
か し 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 整 流 器 ２ の 出 力 電 圧 が Ｖ ｃ よ り 下 が っ た と き に 、 ２ 次 電 池 １ ２  
の 充 電 の た め に ２ 次 電 池 １ ２ に 流 す 電 流 量 を 減 ら し て 、 そ の 分 の 電 力 を 負 荷 装 置 ３ に 供 給  
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ ２ ） バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 の 放 電
次 に 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ の 放 電 制 御 に つ い て 図 ３ か ら 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図  
３ は 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ の 入 出 力 部 １ １ に お け る 電 圧 Ｖ ｉ の 時 間 変 化 を 示 す 。 図 ３  
に お い て 、 電 圧 Ｖ ０ は 、 整 流 器 ２ が 正 常 に 動 作 し て い る と き に 出 力 す る 電 圧 、 電 圧 Ｖ ｓ は  
第 ３ 閾 値 電 圧 と し て 、 制 御 部 １ ５ が 整 流 器 ２ の 状 態 を 停 電 と 判 断 す る 電 圧 で あ り 、 Ｖ ０ よ  
り 低 い 。 本 実 施 形 態 で は 、 Ｖ ｓ は ２ ３ Ｖ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ３ に お い て 、 時 刻 ｔ ０ に て 、 整 流 器 ２ か ら 負 荷 装 置 ３ へ の 給 電 が 正 常 に 行 わ れ て い る 場  
合 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ の 入 出 力 部 １ １ の 電 圧 Ｖ ｉ は 電 圧 Ｖ ０ と 等 し く な る 。 こ の と  
き 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ で は 、 制 御 部 １ ５ は 、 充 電 ス イ ッ チ １ ６ を オ ン に し て 整 流 器  
２ か ら の 電 力 に よ り ２ 次 電 池 １ ２ の 充 電 を 行 っ て い る 。 一 方 、 制 御 部 １ ５ は 、 放 電 ス イ ッ  
チ １ ７ を オ フ に し て ２ 次 電 池 １ ２ を 放 電 さ せ ず 、 将 来 の 放 電 に 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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次 に 、 時 刻 ｔ 1 1 に お い て 、 例 え ば 踏 切 装 置 の 場 合 で 言 え ば 、 遮 断 器 の 竿 を 上 昇 さ せ る な  
ど 、 負 荷 装 置 ３ に 最 大 電 流 が 流 れ て 整 流 器 ２ に と っ て 過 負 荷 に な る と 、 電 圧 Ｖ ｉ は 低 下 し  
始 め る 。 さ ら に 、 時 刻 ｔ 1 2 に て 電 圧 Ｖ ｉ が 電 圧 Ｖ ｓ ま で 低 下 す る と 、 制 御 部 １ ５ は 、 整  
流 器 ２ に 停 電 が 発 生 し た と 判 断 し 、 時 刻 ｔ 1 2 か ら ２ ０ ０ マ イ ク ロ 秒 後 の 時 刻 ｔ 1 3 に 、 2  
次 電 池 １ ２ の 電 池 電 圧 Ｖ ｂ が Ｖ ｉ よ り も 高 い こ と を 確 認 し た う え で 、 放 電 ス イ ッ チ １ ７ を  
オ フ か ら オ ン に 切 り 換 え て ２ 次 電 池 １ ２ の 放 電 を 開 始 し 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ か ら 負  
荷 装 置 ３ へ の 給 電 を 開 始 す る 。 従 っ て 、 時 刻 ｔ 1 3 か ら 時 刻 ｔ 1 4 ま で の １ ０ 秒 間 、 バ ッ ク  
ア ッ プ 電 源 装 置 １ か ら 負 荷 装 置 ３ へ 、 ２ 次 電 池 １ ２ の 放 電 に よ る 給 電 が 行 わ れ る 。 従 っ て  
、 時 刻 ｔ 1 3 か ら 時 刻 ｔ 1 4 ま で の １ ０ 秒 間 、 入 出 力 部 １ １ の 電 圧 Ｖ ｉ は ２ 次 電 池 １ ２ の 電  
池 電 圧 Ｖ ｂ と 等 し く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
時 刻 ｔ 1 4 に て 、 制 御 部 １ ５ は 、 放 電 ス イ ッ チ １ ７ を オ フ に し て 整 流 器 ２ の 出 力 電 圧 を 検  
出 す る 。 時 刻 ｔ 1 4 に お け る 整 流 器 ２ の 出 力 電 圧 が Ｖ ０ に 復 帰 し て い れ ば 、 制 御 部 １ ５ は  
、 時 刻 ｔ 1 4 以 降 、 放 電 ス イ ッ チ １ ７ の オ フ を 継 続 し て ２ 次 電 池 １ ２ か ら の 放 電 を 停 止 す  
る 。 従 っ て 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ か ら 負 荷 装 置 ３ へ の 給 電 は 行 わ れ ず 、 負 荷 装 置 ３ へ  
の 入 力 は 整 流 器 ２ か ら の 電 力 の み に な る の で 、 入 出 力 部 １ １ の 電 圧 Ｖ ｉ は 、 整 流 器 ２ の 出  
力 電 圧 Ｖ ０ と 等 し く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の よ う に 、 時 刻 ｔ 1 1 か ら 時 刻 ｔ 1 4 ま で の 間 に 、 整 流 器 ２ に 過 負 荷 が 生 じ た 場 合 、 時 刻  
ｔ 1 3 か ら 時 刻 ｔ 1 4 ま で の 間 に バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ か ら 負 荷 装 置 ３ に 対 し て 給 電 し て  
、 整 流 器 ２ か ら 負 荷 装 置 ３ へ の 電 力 不 足 を 補 う こ と で 、 負 荷 装 置 ３ の 動 作 を 継 続 さ せ る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
一 方 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 時 刻 ｔ 1 4 に て 、 検 出 さ れ た 整 流 器 ２ の 出 力 電 力 が 依 然 と し て  
電 圧 Ｖ ｓ 以 下 の 場 合 、 時 刻 ｔ 1 4 か ら ２ ０ ０ マ イ ク ロ 秒 後 の 時 刻 ｔ 1 5 に 、 制 御 部 １ ５ は 、  
電 池 電 圧 Ｖ ｂ が 電 圧 Ｖ ｉ よ り も 高 い こ と を 確 認 し た う え で 、 放 電 ス イ ッ チ １ ７ を オ フ か ら  
オ ン に 切 替 え て ２ 次 電 池 １ ２ の 放 電 を 開 始 し て 負 荷 装 置 ３ へ の 給 電 を 再 開 す る 。 従 っ て 、  
時 刻 ｔ 1 5 か ら 時 刻 ｔ 1 6 ま で の １ ０ 秒 間 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ か ら 負 荷 装 置 ３ へ 、 ２  
次 電 池 １ ２ の 放 電 に よ る 給 電 が 行 わ れ る 。 こ れ に よ り 、 時 刻 ｔ 1 5 か ら 時 刻 ｔ 1 6 ま で の １  
０ 秒 間 、 入 出 力 部 １ １ の 電 圧 Ｖ ｉ は ２ 次 電 池 １ ２ の 電 池 電 圧 Ｖ ｂ と 等 し く な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
時 刻 ｔ 1 6 に て 、 制 御 部 １ ５ は 、 放 電 ス イ ッ チ １ ７ を オ フ に し て 整 流 器 ２ の 出 力 電 圧 を 検  
出 す る 。 時 刻 ｔ 1 6 に お け る 整 流 器 ２ の 出 力 電 圧 が Ｖ ０ に 復 帰 し て い れ ば 、 制 御 部 １ ５ は  
、 時 刻 ｔ 1 6 以 降 、 放 電 ス イ ッ チ １ ７ の オ フ を 継 続 し て ２ 次 電 池 １ ２ か ら の 放 電 を 停 止 す  
る 。 従 っ て 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ か ら 負 荷 装 置 ３ へ の 給 電 は 行 わ れ ず 、 負 荷 装 置 ３ へ  
の 入 力 は 整 流 器 ２ か ら の 電 力 の み に な る の で 、 入 出 力 部 １ １ の 電 圧 Ｖ ｉ は 、 整 流 器 ２ の 出  
力 電 圧 Ｖ ０ と 等 し く な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の よ う に 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ か ら の 最 初 の １ ０ 秒 間 の 負 荷 装 置 ３ へ の 給 電 に よ っ  
て も 整 流 器 ２ の 過 負 荷 状 態 が 改 善 し な か っ た 場 合 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ か ら の 給 電 期  
間 を 延 長 す る こ と に よ っ て 、 負 荷 装 置 ３ の 動 作 を 継 続 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
一 方 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 時 刻 ｔ 1 6 に て 、 検 出 さ れ た 整 流 器 ２ の 出 力 電 力 が 依 然 と し て  
電 圧 Ｖ ｓ 以 下 の 場 合 、 制 御 部 １ ５ は 、 整 流 器 ２ 若 し く は 負 荷 装 置 ３ 、 又 は そ の 両 方 に 数 十  
秒 程 度 で は 正 常 に 復 帰 し え な い 障 害 が 発 生 し た と 判 断 し 、 時 刻 ｔ 1 6 か ら ２ ０ ０ マ イ ク ロ  
秒 後 の 時 刻 ｔ 1 7 に 、 放 電 ス イ ッ チ １ ７ を オ フ か ら オ ン に 切 替 え て ２ 次 電 池 １ ２ か ら 放 電  
を 再 開 し て 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ か ら 負 荷 装 置 ３ に 給 電 す る 。 こ の 状 態 で は 、 入 出 力  
部 １ １ で の 電 圧 が Ｖ ｓ 以 下 と な る 期 間 が ２ ０ 秒 以 上 と 長 期 に わ た る こ と か ら 、 時 刻 ｔ 1 7
以 降 は 、 入 出 力 部 １ １ で の 電 圧 Ｖ ｉ が 電 池 電 圧 Ｖ ｂ を 上 回 る ま で バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １  
か ら 負 荷 装 置 ３ へ の 給 電 を 継 続 す る 。 従 っ て 、 整 流 器 の 出 力 電 圧 の 長 期 に わ た る 低 下 に も  
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拘 わ ら ず 、 負 荷 装 置 ３ の 動 作 の 継 続 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
時 刻 ｔ 1 7 以 降 の 入 出 力 部 １ １ の 電 圧 Ｖ ｉ は ２ 次 電 池 １ ２ の 電 池 電 圧 Ｖ ｂ と 等 し く な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ か ら 負 荷 装 置 ３ へ の 給 電 が 行 わ れ て い る 間 は 、 整 流 器 ２ の  
電 力 に よ る バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ 内 の ２ 次 電 池 １ ２ の 充 電 は 停 止 し て 、 バ ッ ク ア ッ プ 電  
源 装 置 １ の 充 電 に 用 い ら れ る 電 力 も 負 荷 装 置 ３ に 供 給 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の よ う に 、 整 流 器 ２ に 過 負 荷 状 態 が 発 生 し た と き は 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置 １ の 充 電 を  
停 止 し て 整 流 器 ２ が 出 力 す る 電 力 の 全 て を 負 荷 装 置 ３ に 供 給 し て 、 負 荷 装 置 ３ の 動 作 を 継  
続 さ せ る 。 さ ら な る 整 流 器 ２ の 出 力 電 圧 の 低 下 が 発 生 し た と き は 、 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置  
１ か ら も 負 荷 装 置 ３ に 給 電 す る こ と に よ っ て 、 負 荷 装 置 ３ の 電 力 不 足 を 補 い 、 負 荷 装 置 ３  
の 動 作 を 継 続 さ せ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１     バ ッ ク ア ッ プ 電 源 装 置
２     整 流 器
３     負 荷 装 置
１ ２     ２ 次 電 池
１ ５     制 御 部
１ ８     入 出 力 電 圧 検 出 部
１ ９     電 池 電 圧 検 出 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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